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グローバリゼーションの旗のもとで

　日本のNGOが一旦アフガニスタン復興支援国際会議への参加を拒否された

問題は，一国の外務大臣と事務次官の更迭という大事件に発展した。真相は不

明であるが，複数の国会議員が会議の直前に意見を申し入れた事実と外務省が

それらの意見に影響を受けたという事実は確認されている。外務省では，これ

を契機に政治家の意見具申等の経緯を文書で詳らかにする方向を示している。

また，大臣更迭に始まる一連の事態が構造改革の遅れに繋がるものと受け止め

られ，政府債務の格付低下等無用の副産物をもたらす可能性がある。

　この事件が海外で報道されると，日本は未だにクローニー資本主義から脱出

できていないと見られるであろう。クローニーとは取り巻き連中，利権を共に

する者のことだという。クローニー資本主義は，その舞台装置として透明性の

欠如という煙幕と密室が必要であり，小道具として利権，斡旋，影響力行使等々

が用いられることが特徴である。従って，我々の実感では，日本の実情は，例

えばスハルト政権の親族企業への便宜供与が横行したかつてのインドネシアの

ような資本主義とはかなりの隔たりがあり，クローニー資本主義とは相違して

いるのだが，それは程度の差にすぎず透明性に欠けるという点では同質だと反

論されるであろう。

　80年代の半ばに我が国が米国から大幅な金融自由化を要求された際のキー

ワードの１つが透明性であった。以降，金融機関のディスクロージャーの範囲

拡大，行政指導の法令への格上げ，事前調整型指導から事後監督型行政への転

換等々が図られてきた。当時筆者は，透明性の意味するところを理解できなかっ

たが，今日では，透明性の貫徹とはコンプライアンス，情報公開，競争入札，

説明責任等々と言い換えられるであろう。

　これまでクローニー資本主義は，東アジア，中南米等の諸国の政治，経済社

会の後進性の代名詞のように使われてきたが，エンロンやKマート問題の発生

により，今回は透明性先進国の米国に舞台が移ってきた感がある。しかし，舞

台が移動したのではなく，正確には舞台上の霧が晴れただけに過ぎないのかも

しれない。エンロン問題では，ブッシュ家に736千ドル，アシュクロフト司法長
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官に57千ドルをはじめ上院議員の７割に献金したことが報道されており，捜査

の最高指揮官であるべき司法長官が捜査指揮から除外される始末である。

　およそ経済外交に限らず交渉ごとでは，相手国の弱点を衝くのが常套手段で

あろう。かつての日米金融協議では，透明性が日本の弱点の１つであったし，

現在に至るも基本的には同様であろう。また，米国は，未だに３兆円以上の国

内農業補助金を残しており，鉄鋼セーフガードを濫用するなど自由貿易を損な

う懸念があると WTO から警告されてきたのであるが，今後本格化する WTO 

農業交渉では，おそらく既往の政策を防衛するのと同程度以上の力を割いて他

国に対しては開放を要求するであろう。即ち，自国に類似の弱点がある場合で

あっても，それには頬かぶりをして先方の弱みを暴露し上手く世論を動員して

自国に有利に交渉するくらいの鉄面皮が必要である。その実例は米国主導で進

められた MAI（多国間投資協定）にも見ることができる。それは，各国の主権よ

り多国籍企業の権利を優先する条文を羅列する厚かましさ（R ・ネーダー氏）を備

えた資本自由化の究極のゲートレス要求（内橋克人氏）であり，解説を聞くだけ

でも赤面するほどである。

　ここにきて金融機関への３度目の公的資金投入や国家管理・国有化の議論が

喧しい。そこには日本の金融機関や行政の透明性についての不信が残ってい

る。97年金融危機を IMF の支援，監督と銀行国有化で切りぬけた韓国では，通

貨切り下げと支援の条件でもあった資本の自由化等によって多くの大企業が外

国資本に買い取られた。韓国経済ではグローバリゼーションが進展し，透明性

が確保されたのである。銀行も例外でなく，今では外換銀行，住宅銀行，第一

銀行，国民銀行等々の大手が欧米の銀行資本の傘下にある。

　経済交渉では，戦略性が要求されるのは当然のことであろうが，合わせて東

洋的謙虚さの一時棚上げとなり振り構わぬ厚かましさが求められるであろう。

同時に透明性確保，消費者利得等の美名のもとに交渉を通じて何を獲得しよう

としているのか相手側の真の狙いを掴むことが必要であろう。

（（株）協同セミナー代表取締役　石上栄一・いしがみえいいち）


